
 

 

  

  

 

  

 

 

小学部３年生 夏野菜を植えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

きらりん通信 倉敷市立倉敷支援学校 

令和４年５月３０日  第２号 

「自立とは？」 

学校の目標にはよく「自立」という言葉が使われます。今まで私は何の疑問もなく，「子ど

もたちの将来の自立のために！ 」と思って約２０年教員を続けてきました。今春，倉敷支援学

校に赴任し，今目の前にいる子どもたちの自立とは・・・？ と自問自答していたのですが，そ

んな時，自立について語っているテレビ番組（韓国のバラエティ番組だったような…）を偶然

見て，衝撃を受けました。その内容は「生まれたばかりの子どもの世界は親がすべて。自立と

は好きなことを見つけて親だけの世界から外に意識を広げていくこと」というものでした。こ

れからこの倉敷支援学校で子どもたちがたくさんの経験を積んでいく中で，好きなことをひ

とつでも多く見つけて自分の世界を広げてほしいと思うと同時に，私たち大人も好きなことを

たくさん見つけることができれば，より豊かな人生が送れるのかな，と感じました。 

 最後になりましたが，保護者の方々，地域の方々のお力をお借りしながら，倉敷支援学校の

子どもたちのために力を尽くしていきたいと思います。よろしくお願いします。 

（中学部教頭 大島 由紀） 

３年生では，生活単元学習で夏野菜を植えて育てることにしました。オクラ，ピーマン，ナ

スの苗を，各クラスでそれぞれ２種類ずつ植えました。 

 苗を手に載せて，プランターの土の中にそっと入れたり，ふかふかの土を優しくかけたり，

水やりをしたりと，みんなでそれぞれ出来る事にチャレンジしました。 

 これから水やりや観察をしながら，大きく生長して実ができることを楽しみに，育てていき

たいと思います。 

 


